
清瀬市の研究について
清瀬市教育研究会理科部会

　＜全体主題＞
　　清瀬の子供たちに育てたい四つの力の育成
　　～持続発展の主体者となる力、生涯学び続ける力・人間性、
　　　　　　　　　　　　　　　　　生きて働く知識・技能、考える力・判断する力・表現する力～

　＜理科部主題＞
　　課題を自ら見付け、主体的に学習に取り組む子の育成

　＜めざす児童像＞
　　自分の考えをもち、互いに学び合うことができる子

１　全体主題と理科部研究主題との関連

　本市の全体主題の「清瀬の子供たちに育てたい四つの力」を、理科においては、自然を愛する

心情、自然の事物・現象についての理解と観察、実験などの技能、問題解決の力と捉えた。これ

らは、自然の事物・現象に子供が主体的に関わり、自らもった問題を解決する過程で育成され

る。清瀬市理科部では、これまで問題解決の過程を大切にしながら、科学的な見方や考え方を

培うことを目指して研究を進めてきた。これまでの研究成果を生かしながら、確かな学力の育成

に取り組んでいる。

　また、自らもった問題を追究していくことは、関心・意欲の高まりと大きく関わっている。問題解

決の原動力である意欲を高め、継続していくためには、自ら問題をもつことが学習のスタート地

点となる。令和４年度は、児童が自ら問題を見出す力を育成するために、効果的な教材選びや

教材提示の方法、意見共有の方法などについて研究を進めた。

２　令和５年度　清瀬市教育研究会年間予定

令和５年度
第１回

令和５年４月１９日（水）　会場：清瀬第六小学校

本会の趣旨周知、副部長選出、各部テーマ設定、研究発表検討、

スケジュール作成、令和３年度外部講師招へい計画作成(予算要望)

令和５年度
第２回

令和５年６月２８日（水）　会場：芝山小学校
内容：研究授業　単元名「植物のからだとはたらき」
　　　授業者　宮本　健太郎　教諭
　　　講師　岐阜聖徳学園大学　　　准教授　　髙木　正之　先生

令和５年度
第３回

令和５年１０月２５日（水）会場：清瀬第十小学校
内容：研究授業　単元名「重さ」
　　　授業者　間　勇人　教諭
　　　講師　岐阜聖徳学園大学　　　准教授　　髙木　正之　先生


